
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 事業報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会 
 

 
 
 
 



 

川崎市幸区社会福祉協議会 

 
 

令和５年度 事業報告 
 

◆重点事業◆ 

１ [第５期幸区地域福祉活動計画」に沿った事業の実施 

  令和３年度から３年間の計画期間の最終年度の取り組みとなりました。新型コロナウイルス  

感染症が５類となり、中止していた事業も、以前のように行うことができました。 

 

２ 住民交流活動拠点の円滑な運営 

  区内３か所で展開している「陽だまり」の運営を行いました。安定した運営を続けるため

に、新たな事業の委託を受け、さらに多くの人に利用してもえるよう、関係機関と連携した取

り組みを進めました。 

 

３ 福祉教育への取り組み強化 

  学校の総合的な学習の時間に講師として参加したほか、講師派遣の調整をしました。地区社

協、地区民児協をはじめとした地域の方や地域包括支援センター等と一緒に学校に出向き、地

域活動の紹介も行いました。 

 疑似体験グッズの貸し出しや団体の紹介等を通して福祉の理解につながるよう努めました。 

 

４ 総合相談事業の実施体制の整備 

  老人いこいの家や、陽だまり等の地域拠点も含め、住民から寄せられる様々な相談をしっか

りと受け止め、関係機関等と連携し解決につなげられるように努めました。 

地域の大学生を対象とした 食料支援は、地域の協力のもと継続して実施し、大学との連携も

深まりました。 

 

５ 安定財源確保と啓発強化 

  広報紙による寄附の呼びかけを行いました。あわせて、寄附の使い道が分かるように工夫し

広報しました。社会福祉大会や、プラザ祭りの開催時には、区社協・地区社協の活動を紹介す

る展示や、広報を行い啓発に努めました。 

  また、職員が地域に出るときには、共同募金会の名前の入った上着を着用することで、広報

につなげました。 

 

 

  



 

 事 業 報 告 の 内 容                       

幸区社会福祉協議会 事業費【８３，９０８千円】 
【サービス区分事業活動支出     ６８，２５９千円】 

【共同募金配分金          １５，６４９千円】 
 
 

１ 幸区社会福祉協議会運営事業 
（１）常任委員会、運営協議会の開催 

 ア 常任委員会の開催    ４回（５月２５日、６月１日、９月６日、２月２８日） 

イ 運営協議会の開催    １回（３月１１日） 
 

（２）各種委員会の開催 

 ア 機関紙編集委員会    ４回（６月１９日、９月１５日、１２月１１日、３月８日） 

 イ 機関紙編集小委員会   ４回（４月１９日、７月１９日、１０月２４日、１月２２日） 

 ウ ボランティア運営委員会 ２回（６月１５日、３月１５日） 

 エ 年末慰問金配分委員会  ２回（６月１６日、１２月１１日） 
 

（３）自主財源の確保 

   寄附金品の受入れ寄附金 延２１件 １，２６３，６９１円／寄附品 延２件） 
 

（４）会員の増強、賛助会員・協賛会員の募集 

   令和５年度会員  

    R5 実績 R4 実績 

正会員数 １０８ １０９ 

賛助会員数 ４，５１９ ４，６３６ 

 

（５）社会福祉士相談援助実習の受け入れ 

   社会福祉士相談援助実習 １名 

    
 
 

２ 調査・研究事業 
（１）「第５期地域福祉活動計画」に沿った取り組みの実施 

   第 5 期地域福祉計画に基づき事業を実施した。 
 

（２）次期地域福祉活動計画策定に向けた市社協・区社協間での調整 
 

（３）安定した事業運営のための財源確保及び組織体制の検討 

   令和４年度に検討した積算方法に基づき助成金等の配分を行った。 
 
 

３ 研修事業 
（１）常任委員会委員及び運営協議会委員研修会の開催 

   地区社協役員等を対象とした研修会の開催 １回（１２月５日） 
 
 

４ 企画・広報事業 
（１）川崎市幸区社会福祉大会の開催 

   区内で社会福祉に功労のあった方へ表彰状・感謝状の贈呈（９月２６日） 
 



 

（２）広報紙「幸区の社会福祉」の発行 

   機関紙「幸区の社会福祉」 年４回、各５５，０００部発行  

 回覧または全戸配付 
 

（３）「幸区社協通信」の発行 

   情報紙「幸区社協通信」の発行 月１回、５５０部発行 
 

（４）区社協ホームページでの情報提供の充実強化 

   ホームページでの情報発信 

 幸区社会福祉協議会 ホームページ（http://www.saiwaiku-shakyo.jp/） 
 
 

５ 地域福祉活動事業 
（１）地区社協との連携 

   地区社協の定例会等に地域担当職員が出席し情報の共有を図った。また、活動への協力、

支援を行った。 
 

（２）子育て支援事業や会食会等への支援 

   地区社協等が実施している事業に対し共同募金を財源とした支援を実施。 
 

（３）地区社協連絡会議の開催 

   地区社協会長連絡会 １回（６月１６日） 
 

（４）住民活動交流拠点（陽だまり３か所）の運営 

小倉の駅舎陽だまり、塚越の陽だまり、河原町の陽だまりの３か所について、各運営委員

会と協力し運営。 

また、学習支援を行う拠点（アイリス）の試行を開始。 
 

（５）シニア向けいきがいづくり・介護予防事業の実施 

河原町の陽だまりにおいて、委託を受け事業を実施。健康講座１２回、終活講座１２回、 

スマホ・PC 相談会３６回、スマホの使い方講座１１回、居場所づくり事業１３回 
 

（６）総合相談（ふくし相談）事業の体制整備 

   福祉パルのほか、老人いこいの家や陽だまり等の拠点において、利用者からの相談の聞き

取りと関係機関等の情報を提供。 
 ア 地域課で対応している総合相談（ふくし相談）統計化 

   相談件数 ３９０件 

 

（７）相談を通した住民の福祉ニーズの把握 

   年間総相談件数 ９０４件 
 

（８）車いすの貸出 

区民への車いす無料貸出 ２０１件 

学校への貸出        ６件 
 

（９）高齢者疑似体験グッズ等の福祉用具の貸し出し 

 ア 小学校への貸し出し ８件 

 イ その他地域団体への貸し出し ６件 
 

（10）福祉用具のリサイクル 

 ア 譲りたい要望    ０件 



 

イ 譲ってほしい要望  １件 

ウ 譲渡成立件数    ０件 

（11）障害者関係等団体との協働 

   幸区精神保健福祉連絡会に参画し、メンタルヘルス講座を２度開催 
 

（12）区内障害者施設関係者との情報交換の実施 

   川崎市幸区社会福祉大会、プラザ祭りの活動紹介についての打合せ及び情報交換を実施 
 

（13）子育て支援に関する啓発事業 

 ア 広報紙等による子育て支援に関する情報提供に協力 

 イ 幸区こども総合支援ネットワーク会議に参画しこども情報ネットさいわいの編集、発行に

協力（４９号、５０号、５１号を発行） 
 

（14）「みんなで子育てフェアさいわい」への参加・協力 

 ア 部会出席 ３回（７月４日、８月７日、１０月１７日、１月１６日） 

 イ みんなで子育てフェアさいわい 

   １２月３日 幸区社会福祉協議会の展示ブースを設けた 
 

（15）プラザ祭りの開催 

   さいわい健康福祉プラザにおいて、老人福祉センター、こども文化センターと協働でプラ

ザ祭りを実施。共催団体の作品や活動を紹介する展示や、工作や体験ができるコーナー等

を設置し開催した。（１０月２１日・２２日）  
 

（16）区内の生活困窮者支援の一環として食料や日用品の配布を実施 

   食料支援かわさきの拠点として ２８件対応 

   学生向けの食料支援を実施（窓口での対応 １６件） 
 
 

６ 団体等助成事業 

（１）地区社会福祉協議会への助成  

   地域福祉活動費 計５，４３６，０００円 
 

（２）高齢者ふれあい活動実施団体への助成 

   会食活動に助成 ２０団体      計 ２，３９４，５８６円 

   ミニデイサ－ビス活動に助成 ２団体 計   ３４９，７００円 
 

（３）幸区民生委員児童委員協議会への助成 

   幸区民児協育成費 計１６０，０００円 
 

（４）社会を明るくする運動等への助成 

   社会を明るくする運動    ５０，０００円   

   幸区民祭協賛        ５０，０００円 

   幸区ボッチャ大会への協賛  ５０，０００円 
 
 

７ 共同募金事業 
（１）共同募金会が実施する共同募金運動(年末たすけあい運動含む)に協力 
 

（２）共同募金配分金を財源とした事業の実施 

   年末慰問金配布 ３２４世帯・計１，６２０，０００円 

   年末慰問品配布（お茶） ２，８０５世帯・計１，７５７，０５２円 



 

   会食・配食・ミニデイ実施団体助成 ２３団体 計４６０，０００円 

   子育て支援事業実施団体助成 ７団体 計３５０，０００円 

   当事者団体活動助成 １団体 ５０，０００円 

   ボランティアグループ活動助成 １０団体 計３６９，０００円 
 
 

８ 福祉パル管理運営事業 
（１）研修室およびボランティアコーナーの貸出し 

   研修室３３９件、ボランティアコーナー １３２件 
 

（２）地域福祉活動に必要な印刷機等の機材、機器の貸出し 
 

（３）情報コーナーの設置によるチラシ・ポスター等の掲示 
 
 

９ 生活福祉資金貸付事業 

（１）生活福祉資金貸付事業 

   区内貸付決定件数  ８件 
 
 

１０ ボランティア活動振興事業 

（１）ボランティアセンターの運営 
 

（２）ボランティアセンター運営委員会の開催 

   運営委員会 ２回（６月１５日、３月１５日） 
 

（３）ボランティア等に関する相談と調整、情報収集と提供 

 ア ボランティア活動希望への相談・情報提供    １６件（令和４年度 ３３件） 

 イ ボランティア募集の依頼            ３３件（令和４年度 １３件） 

 ウ ボランティアによる支援             ８件（令和４年度  ８件） 
 

（４）人材の育成、講座の開催 

 ア ボランティア講座の開催 ２回 （１月１７日、２月２１日） 参加者 ７５名 
 

（５）ボランティア情報の発信 
 

（６）交流会の実施 

 ア ボランティア交流会（３月１５日）参加者５７名 
 

（７）福祉教育の推進 

 ア 福祉教育に関する相談  ８件(小学校 ８件) 

 イ チャレボラ２０２３ 全１１プログラム実施、３０名参加 
 

（８）ボランティア保険の受付 

   令和５年度保険加入件数  １０２件 
 
 

１１ 幸区あんしんセンター事業 
援助が必要な高齢者や障害者が、地域の中で自立した生活を送ることができるよう、関係機関

と密に連携を図りながら事業を実施した。 



 

（１）日常生活自立支援事業に関わる相談 

     相談件数 ６０６件（初回相談４４件、継続相談５６２件） 

    （※令和４年度相談件数 ７３２件/初回相談５１件、継続相談６８１件） 
 

（２）成年後見制度の概要や申立手続きに関わる相談 

   相談件数 ２２６件（初回相談７５件、継続相談１５１件） 

（※令和４年度相談件数 ２９５件/初回相談９８件、継続相談１９７件） 
 

 

１２ 老人いこいの家運営等事業 

   年間利用者数 ５２，８８５名 

総合相談窓口 利用者からの聞き取りにより助言や関係機関を案内した。 

   適切な管理  不良個所の迅速な修繕、管理人による日常的な点検。緊急時対応マニュア

ル、土砂災害対応マニュアルの見直し。避難訓練の実施。各施設年２回。 

   教養講座   １６講座 年３４３回開催 

   入浴事業   入浴事業実施回数 ２８９回 

   老人いこいの家まつりの開催 各館でいこいの家まつりを実施。 

   多世代・地域交流事業の実施 老人いこいの家の教養講座にこども文化センターやわくわ

くプラザ、小学生が参加する交流会を実施。いこいの家ま

つりでは、こども文化センターの子どもたちが舞台発表や、

まつりのスタッフとして参加したほか、囲碁や踊りを一緒

に行うことで交流した。 

また、こども文化センターとボッチャやランチなどを一緒

に楽しむ日を設けたほか、近隣保育園の園児とハロウィン

のプレゼント交換を行い利用者と交流した。 

   老人いこいの家運営委員会の開催 １４回（６月１３日、６月２６日、６月２７日、６月

２８日、６月２９日、６月３０日、８月１日、８月３

日、８月８日、９月１２日、９月１５日、９月２８日、

１０月１０日、１１月１７日） 
 
 
 

１３ 災害活動関連事業 

（１） 災害時におけるボランティアセンターの役割について検討 

（２） 幸区総合防災訓練への参加 ２回（９月１０日、２月１０日） 
 
 

１４ 団体事務 
   関係する団体の事務局として運営・活動の支援協力を行った。 

（１）神奈川県共同募金会幸区支会への協力 

ア 募金実績  一般募金１２，６１９，７８４円 達成率 ７９．１％ 

        年末たすけあい募金８，７５３，４２７円 達成率８１．１％ 

イ 区支会委員会の実施 ３回（５月２４日、６月１６日、１月２５日） 
    

（２）幸区民生委員児童委員協議会 

   幸区民児協の事務局として、研修会の開催やその他各種会議等に協力。 

市社協（施設事業推進課）と協働で福祉でつながる地元交流会を実施した。 
 
 
 



 

１５ その他 

（１）川崎市社会福祉協議会の事業に協力 

「老人福祉（・地域交流）センター」の指定管理運営事業について、市社協と区社協が 

協働、連携して適正な管理運営を実施。 

   年間利用者数   ３１，４６７名 

   相談事業  健康相談 月４回 内科医、整形外科医が交代で実施 

         生活相談 随時対応（看護師による健康相談・血圧測定実施） 

   講座   ２０講座実施 

   行事    踊ろう会、手仕事の会、スマホ・タブレットなんでも相談会、座ってバレ

エ、菖蒲湯、春の散策「春の散策 in 神奈川県立歴史博物館」、園芸「緑の

カーテン大作戦」、健康講座「免疫力 UP 腸活のすすめ」、七夕飾り、コグ

ニサイズ、手芸を体験しよう、「落語」で学ぶ悪質商法、敬老のつどい、

プラザまつり、幸区ボッチャ大会、「クリスマスリースを作ろう」、内科

嘱託医による「血圧のおはなし」、秋の散策「秋バラと紅葉見学・とげぬ

き地蔵に行こう」、柚子湯、包括支援センター職員合同「このまちで自分

らしく暮らすために」、健康講座「心と体に栄養を」、終活セミナー「エ

ンディングノートの書き方」、節分豆まき、幸ハッピーフェスティバル

（幸こども文化センター行事に参加） 

   機能回復訓練 ２４回/年 柔道整復師が担当 
 
 
 
 

 


